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第 1章 三番瀬の再生に関する施策についての基本的な方針 

第１節 背景  

東京湾には、かつて約１３，６００ヘクタールもの干潟がありましたが、 
１９６０年代から陸域の工業化や市街化、港湾の発展とともに、埋立てが急激

に進み、その結果､現在では、９０％以上の干潟が失われています。 
    また、三番瀬周辺においても同時期に埋立てが進み、工業化や都市化が進ん

できました。埋立てで確保された工業用地には、第二次産業の企業が誘致され、

多くの県民の雇用の場が提供され、千葉県の経済を牽引するエンジンとしてそ

の役割を果たしてきました。一方で、埋立てにより、河川等から供給される淡

水や土砂の流れが変化し、三番瀬の河川とのつながりが弱まり汽水的環境が減

少し、海域面積が減少して閉鎖的傾向が強まるとともに地盤高低下による浅海

域化が進みました。また、工場や家庭等からの排水は海域の富栄養化をもたら

しました。これらにより自然環境の悪化が起こりました。 
 
その後､開発から自然との共生へと人々の価値観が変わっていく時代の中で、

千葉県は三番瀬埋立計画を中止し、そのことにより生じた諸課題の解決に取り

組むとともに、三番瀬の自然を再生するための計画を策定するため､広く住民が

参画する三番瀬再生計画検討会議（円卓会議）を設置しました。円卓会議にお

ける 2年間の検討を経て、三番瀬再生計画案が県に提出されました。 
県では､提案された三番瀬再生計画案をもとに、かつての干潟を取り戻し、生

物多様性を確保し、高い水質浄化機能やアサリ、カレイ、ノリ等を育む豊かで

安定した漁場を持ち､水鳥類の中継地や人と自然とがふれあう水辺空間として

の三番瀬の再生を目指し、その恵みを次世代へと引き継いでいくこととし、こ

の計画を定めます。 

三番瀬をめぐる埋立計画等の推移 

１９９２年３月 

（平成４年） 

県が京葉港二期地区２７０ヘクタールの土地造成計画を位置付

ける 

１９９３年３月 

（平成５年）  

県が市川二期地区４７０ヘクタールの土地造成計画を位置付け

る  

 １９９３年３月 

（平成５年）  

県が千葉県環境会議に、「市川二期地区・京葉港二期地区土地

造成計画に係る環境保全計画書」を提出 

 １９９５年１１月 

（平成７年）  

千葉県環境会議から県に対して「市川二期地区・京葉港二期地

区土地造成計画に関する環境保全のあり方について」の提言が

出された。 

 １９９６年１月 

（平成８年）  
補足調査の現地調査開始（平成９年１１月に現地調査終了）  

 １９９８年５月 

（平成１０年）  

補足調査専門委員会から「現況把握の中間とりまとめ状況」を

県に 
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 １９９８年６月 

（平成１０年）  

知事が「市川二期地区・京葉港二期地区土地造成計画（７４０

ヘクタール）」の見直しを表明 

 １９９９年６月 

（平成１１年）  

県が市川二期・京葉港二期地区計画の「見直し案」１０１ヘク

タールを発表 

 ２００１年３月 

（平成１３年）  

千葉県環境会議から県に対して「市川二期地区・京葉港二期地

区土地造成計画に係る具体的な計画案に関する環境保全のあ

り方について」の見解が出された 

 ２００１年４月 

（平成１３年）  

堂本知事が就任し、１０１ヘクタールの埋立計画（三番瀬埋立

計画）を白紙に戻すことを表明 

２００２年１月 

（平成１４年）  
県が三番瀬再生計画検討会議（三番瀬円卓会議）を設立 

２００４年１月 

（平成１６年） 
三番瀬円卓会議から知事へ三番瀬再生計画案を提出 

海岸線の変遷（赤線は現在の市界、緑線は１９９８年の海岸線） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（国土地理院発行の５万分の１地形図による｡） 

１９４５年（昭和２０年）   

 
 

１９７６年（昭和５１年）   

１９６５年（昭和４０年）   １９９８年（平成１０年） 


